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まちの話題／浜下れ

長雲通信第 62回

奄美大島北部豪雨災害義援金

お知らせ　ほか

玉黄金

　6月号の主な内容



広報たつごう　２

ま
ち
の
話
題

6/3

（日）

5/26

 （日）

家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

龍
郷
町
教
職
員
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
龍
郷
町
小
中
学
校
体
育
連
盟
主
催
）
が
、
５
月

26
日
（
土
）
龍
郷
町
り
ゅ
う
ゆ
う
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
龍
郷
町
立
小
中
学
校
お
よ
び
県

立
大
島
養
護
学
校
の
教
職
員
の
11
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
各
学
校
の
先
生
方
の
白
熱

し
た
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
間
の
交
流
流
も
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

◎
Ａ
級　

優
勝　
　

赤
徳
小
中
学
校　
　
　

◎
Ｂ
級　

優
勝　
　

大
島
養
護
学
校
Ｂ

　
　
　
　

準
優
勝　

龍
郷
町
教
育
委
員
会　
　
　
　
　

準
優
勝　

大
勝
小
学
校　

【
予
選
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
予
選
】

①
教
育
委
員
会
１
‐
１
龍
瀬
小
学
校　
　
　

①
大
島
養
護
学
校
Ｂ
１
‐
１
大
勝
小
学
校

②
龍
北
中
学
校
１
‐
１
龍
南
中
学
校　
　
　

②
円
・
秋
名
小
学
校
１
‐
１
戸
口
小
学
校

③
教
育
委
員
会
２
‐
０
大
島
養
護
学
校
Ａ　

③
大
島
養
護
学
校
Ｂ
２
‐
０
龍
郷
小
学
校

④
龍
北
中
学
校
１
‐
１
赤
徳
小
中
学
校　
　

④
円
・
秋
名
小
学
校
０
‐
２
大
勝
小
学
校

⑤
龍
瀬
小
学
校
１
‐
１
大
島
養
護
学
校
Ａ　

⑤
龍
郷
小
学
校　
　

１
‐
１
戸
口
小
学
校　

⑥
龍
南
中
学
校
０
‐
２
赤
徳
小
中
学
校　
　

【
決
勝
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
決
勝
】

　

赤
徳
小
中
学
校
21
‐
15　

教
育
委
員
会　
　

大
島
養
護
学
校
Ｂ
21
‐
19
大
勝
小
学
校

　

第
38
回
龍
郷
町
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
り
ゅ
う
ゆ
う
館
・
赤
徳
小
中

学
校
体
育
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
各
集
落
か
ら
Ａ
級
に
８

チ
ー
ム
、
Ｂ
級
に
７
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
赤
尾
木
集
落
の
力
強
い
選
手
宣
誓
で
開

幕
。﹁
シ
マ
の
元
気
は
女
性
か
ら
！
﹂
と
頼
も
し
い
お
母
さ
ん
ら
し
く
粘
り
と
頑

張
り
の
好
ゲ
ー
ム
を
展
開
し
、勝
利
を
目
指
し
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。

【
試
合
結
果
】

（
Ａ
級　

赤
徳
小
中
会
場
）

　

優
勝　

大
勝
Ａ　

２
位　

玉
里　
　

３
位　

中
戸
口　

４
位　

龍
郷
Ａ

（
Ｂ
級　

り
ゅ
う
ゆ
う
館
会
場
）

　

優
勝　

中
勝
Ｂ　

２
位　

龍
郷
Ｂ　

３
位　

大
勝
Ｂ　

４
位　

瀬
留

【
表
彰
】

25
回
出
場　

田
下　

五
代
（
手
広
）

15
回
出
場　

竹
元　

晴
美
（
川
内
）　

泰　

淳
子
（
中
勝
）　

　
　
　
　
　

大
吉　

哲
代
（
瀬
留
）　

備　

美
佐
江
（
大
勝
）　

　
　
　
　
　

松
村　

鈴
乃
（
手
広
）　

勝
元　

淑
子
（
赤
尾
木
）

龍
郷
町
教
職
員
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

赤徳小中学校

教育委員会

大島養護学校Ｂ

大勝小学校

大勝Ａ

中勝Ｂ



３　広報たつごう

　

伝統行事「浜
はまお

下れ」～手広集落・赤尾木集落～

　伝統行事「浜下れ」のシーズンを迎え、こ

の日は手広集落と赤尾木集落で開催されまし

た。

　加世間漁港に集まった手広集落の方たち

は、宴席を設けてカラオケなどをしてお酒や

料理を楽しんでいました。

　また、赤尾木集落では子ども達や集落・事

業所などによる舟こぎ競争が行われ、会場は

選手と応援する歓声で溢れかえり大いに盛り

あがっていました。

　「浜下れ」は、かつて稲の穂が出始めるこ

の時期に田んぼの虫を取り除いて回った後

に、浜に集まって豊作を祈るために行われた

と言われています。

　今年は１７、２４日と７月１日にかけて、

ほとんどの集落で開催されます。

6/16

 （土）

重
田
さ
ん
へ
感
謝
状

　

長
年
に
わ
た
り
、
行
政
相
談
委
員
と
し
て
活

動
さ
れ
た
重
田
シ
オ
リ
さ
ん
へ
こ
の
度
、
総
務

省
鹿
児
島
行
政
評
価
事
務
所
長
か
ら
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

重
田
さ
ん
は
、
平
成
11
年
４
月
１
日
、
総
務

庁
長
官
（
現
総
務
大
臣
）
か
ら
龍
郷
町
担
当
の

行
政
相
談
員
に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
13
年
余
に

わ
た
り
、
住
民
の
良
き
相
談
相
手
と
な
っ
て
、

広
く
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
聞

き
、
公
平
で
中
立
な
立
場
か
ら
住
民
の
苦
情
の

解
決
の
た
め
尽
力
さ
れ
、
住
民
の
福
祉
の
向
上

と
行
政
運
営
の
改
善
に
努
め
て
き
た
活
動
の
功

績
が
認
め
ら
れ
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

手広集落

手広集落

赤尾木集落 赤尾木集落



広報たつごう　４



５　広報たつごう



広報たつごう　６

長
雲
通
信
第 62 回

「
も
と
に
も
ど
そ
う
奄
美
の
風
景
」

　
　
　

～　

外
来
草
に
つ
い
て　

～

奄
美
自
然
観
察
の
森　

指
導
員　

宇
都
宮
英
之

　

皆
さ
ま　

う
が
み
ん
し
ょ
う
ら
ん

　

先
日
の
台
風
３
号
に
は
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
ド

キ
ド
キ
し
た
の
は
私
だ
け
で
は
無
か
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。
思
い
の
外
の
風
台

風
で
昨
年
の
５
月
28
日
の
台
風
２
号
の

被
害
を
思
い
出
し
て
心
配
を
し
て
い
ま

し
た
。
農
作
物
や
施
設
家
屋
や
船
舶
な

ど
は
大
丈
夫
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

　　

さ
て
今
日
は
外
来
生
物
に
つ
い
て
の

お
話
し
で
す
。

　

外
来
生
物
は
人
間
が
何
ら
か
の
方
法

で
外
か
ら
持
ち
込
ん
だ
も
の
を
外
来
生

物
と
呼
び
ま
す
。

　

そ
の
外
来
生
物
は
そ
の
場
所
に
と
っ

て
危
険
か
ど
う
か
で
分
類
し
ま
す
。

①
特
定
外
来
生
物
・
・
・
マ
ン
グ
ー
ス

や
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
な
ど
の
繁
殖
力

が
強
す
ぎ
る
何
種
類
か
の
動
植
物
︽
罰

則
が
あ
り
ま
す
︾

②
要
注
意
外
来
生
物
・
・
・
特
定
外
来

生
物
に
す
る
か
検
討
中

　

ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ

シ
、
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
、
ホ
テ
イ

ア
オ
イ
、
ア
メ
リ
カ
ハ
マ
グ
ル
マ
、
ギ
ン

ネ
ム
な
ど

③
侵
略
的
外
来
生
物
・
・
・
生
態
系
や
人

間
社
会
へ
の
影
響
が
大
き
い
生
物

　

ノ
ネ
コ
、
ヤ
ギ
、
シ
ロ
ア
リ
、
イ
モ
ゾ

ウ
ム
シ
、
チ
ャ
バ
ネ
ゴ
キ
ブ
リ
、
ジ
ャ
ン

ボ
タ
ニ
シ
、
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
な
ど

（
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
和
名
は
ス
ク
ミ
リ

ン
ゴ
ガ
イ
と
い
い
ま
す
）

法
律
で
規
制
さ
れ
て
い
る
の
が
特
定
外
来

生
物
で
適
用
検
討
中
が
要
注
意
外
来
生
物

で
す
。

※
農
作
物
や
一
般
観
賞
用
植
物
は
関
係
あ

り
ま
せ
ん
。

　

先
日
５
月
30
日
も
龍
南
中
と
龍
郷
小
合

同
で
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の
体
験
駆
除
作

業
を
し
ま
し
た
。

　

２
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
作
業

は
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
な
ぜ
な

ら
、
ま
ず
一
回
入
っ
て
し
ま
っ
た
強
い

外
来
種
は
相
当
に
時
間
を
掛
け
な
い
と

根
絶
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

き
れ
い
だ
か
ら
、
と
い
う
理
由
で
植
え

た
り
す
る
と
罰
則
対
象
に
な
る
と
い
う

こ
と
を
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

大
切
な
こ
と
は
危
険
な
種
類
を
知
る

こ
と
、
見
つ
け
る
こ
と
そ
し
て
み
ん
な

で
駆
除
す
る
こ
と
で
す
。

　

危
険
な
外
来
草
を
み
ん
な
で
駆
除
す

れ
ば
、
昔
の
奄
美
の
風
景
に
少
し
ず
つ

戻
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

守
る
も
の
は
守
る
こ
と
、
変
え
る
も

の
は
み
ん
な
で
変
え
る
こ
と
を
み
ん
な

で
選
び
ま
し
ょ
う
。

　

ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
世
の
中
で

す
が
、
昔
の
大
切
な
風
景
を
大
切
に
残

し
て
い
く
こ
と
も
重
要
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

体験駆除の様子 セイタカアワダチソウ



７　広報たつごう

　離島漁業再生支援交付金について　　　　　　　　　　　　龍郷町役場産業振興課　水産係
　平成２２年度よりスタートした第２期離島漁業再生支援交付金事業により、龍郷町も龍郷漁業集落という組織を立ち上げ交付金
を利用し、漁業再生に向けた活動を実施しております。漁業集落による取組みがどのように行われたか，その実施状況についてお
知らせいたします。
１）集落協定の目的
　本集落協定者は，漁場の生産力の向上に関する取組みと創意工夫を活かした新たな取組みを実施することにより，地域漁業の活
性化を図るとともに，集落の漁業生産活動によって発揮される多面的機能が確保されるよう，関係者が一致協力して，取り組んで
いきます。
２）集落及び対象世帯数・交付額　龍郷漁業集落・・・・５０世帯（６，８００，０００円）５年間（３４，０００，０００円）
３）主な交付金の使用方法
○漁場の生産力の向上に用いる経費　・種苗放流、漁場の維持・管理、産卵場・育成場の整備、海岸清掃、漁場監視、創意工夫を
活かした新たな取組み、　その他
○交付事務の委託料（奄美漁協龍郷支所に委託）
　龍郷漁業集落は，平成２３年度においては，主に密漁防止等の観点から漁場監視、漁場の環境保全を図るため有害水産動物であ
るサメ駆除・海岸清掃、沿岸漁業の振興を図るためトコブシ・スジアラの放流、藻場造成、イカシバの設置追跡調査、創意工夫を
活かした新たな取組として新たな漁具・漁法の導入、町民フェアにて朝市（浜売り）を行い地元水産物のＰＲをしました。平成
２４年度における集落の取組内容については，４月から随時実施されております。また，対象世帯や事業内容に変更があった場合
は集落協定を変更し龍郷町で認定した上で，事業実施となります。
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９　広報たつごう

第 62 回「社会を明るくする運動」

～防ごう犯罪と非行　助けよう立ち直り～

　毎年７月は、社会を明るくする運動強調月間です。社会を明るくする運動は、すべての国民が
犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深め、それぞれの立場において力を
合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全国的な運動です。
　少年による凶悪事件が増加している背景には、
地域社会や家庭が持っていた犯罪抑止力や教育力
といった「地域力」が低下してきていると考えら
れます。家庭の対話を充実させて家族のきずなを
強化するなど、地域住民が一体となって犯罪や非
行を未然に防ぐための活動を推進し、明るい社会
を築きましょう。

龍郷町保護司会



広報たつごう　１０

ご支援ありがとうございました。

【
復
興
分
】

株
式
会
社　

ア
ー
ダ
ン

赤
尾
木
集
落

奄
美
磯
釣
連
盟

奄
美
医
療
生
活
協
同
組
合

奄
美
群
島
赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長

奄
美
群
島
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

奄
美
群
島
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

奄
美
市
名
瀬
在
住
龍
郷
町
連
合
郷
友
会

奄
美
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
連
合
会

奄
美
市
役
所
龍
昇
会

㈱
奄
美
通
信
シ
ス
テ
ム

公
演　

奄
美
で
舞
う　

花
柳
鶴
寿
賀

奄
美
ブ
ロ
ッ
ク
護
憲
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム

奄
美
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

Ｏ
Ａ
通
信
サ
ー
ビ
ス
Ｆ
Ｃ
奄
美
店

大
勝
小
学
校

大
島
郡
町
村
会

大
島
支
庁
職
員
一
同

大
島
養
護
学
校
児
童
生
徒
会

鹿
児
島
県
高
校
サ
ッ
カ
ー
協
会

（
財
）
鹿
児
島
県
市
町
村
振
興
協
会

鹿
児
島
県
町
村
会
会
長
平
安
正
盛

鹿
児
島
土
木
設
計
株
式
会
社

鹿
児
島
リ
バ
テ
ィ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

笠
利
建
友
会

笠
利
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

カ
ワ
シ
マ　

ク
ミ
コ

川
南　

富
雄

木
下　

喜
志
秀

生
元　

祐
子

ク
ボ
カ
イ
ケ
イ
ジ
ム
シ
ョ

郷
田　

清
義

コ
ウ
ハ
タ　

カ
ズ
ヨ

茶
道
裏
千
家
淡
交
会
鹿
児
島
支
部

サ
ン
シ
ユ
ウ
キ
ヨ
ク
ジ
ヨ
ウ
ト

下
川　

悦
郎

（
財
）
全
国
市
町
村
振
興
協
会

全
国
町
村
会
会
長　

藤
原
忠
彦

総
合
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

大
島
出
張
所
長

奄美大島北部（龍郷町）豪雨災害義援金

連
絡
協
議
会

株
式
会
社　

大
進

平　

安
一

㈱
高
田
道
場

竹
山　

正
人

龍
郷
健
康
友
の
会

龍
郷
町
職
員
互
助
会

ツ
メ
サ
カ　

ハ
ル
イ
チ

ト
ウ
ゴ
ウ　

カ
ズ
ヨ
シ

医
療
法
人　

徳
洲
会

名
瀬
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

隼
人
工
業
高
校　

情
報
技
術
科
２
年

早
見　

征
記
（
東
京
龍
郷
会
瀬
留
）

原　

茂
樹

㈱
久
永
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
大
島
営
業

株
式
会
社　

ビ
ッ
グ
ツ
ー

福
岡
県
町
村
会
会
長
南
里
辰
巳

富
国
製
糖
株
式
会
社

有
限
会
社　

文
化
清
掃
社

松
崎　

皓
（
東
京
奄
美
会
久
場
）

南
日
本
新
聞
名
瀬
販
売
所
所
長
志
村
四
男

向
井　

扶
美

㈱
メ
イ
ケ
ン　

㈹
宮
田　

浩
一

大
和
村

第
９
回
龍
音
祭
実
行
委
員
会

和
田　

純
男
（
東
京
奄
美
会
大
勝
）

【
支
援
分
】

株
式
会
社　

ア
ー
ダ
ン

赤
尾
木
集
落

明
行
運
送
（
有
）

明　

真
理
亜

ア
ク
ネ
シ
シ
ョ
ク
イ
ン
ロ
ウ
ク

朝
野　

三
千
代
（
東
京
龍
郷
会
）

芦
徳
グ
リ
ー
ン
会
会
長
久
保
哲
郎

ア
マ
シ
ン
ハ
ッ
ピ
ー
カ
イ

天
野　

佑
一

奄
美
磯
釣
連
盟

奄
美
医
療
生
活
協
同
組
合

ア
マ
ミ
オ
オ
シ
マ
シ
ン
ヨ
ウ
キ
ン
コ

　義援金（復興分）（平成２４年５月３１日現在）

　義援金総額　　　　　２，０８７，２１５円

　支出合計　　　　　　１，４５０，８４０円

　支出後残額（利息含）　　６３６，４６２円

　義援金（支援分）（平成２４年５月３１日現在）

　義援金総額　　　　　９，８０２，８８１円

　義援金配布額　　　　６，９８０，０００円

　支出後残額（利息含）２，８２３，１２５円

○
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
励
ま
し
の
お
言
葉
や
義
援
金
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
こ
に
義
援
金
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
の
ご
芳
名
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

※
電
信
振
込
の
方
の
氏
名
は
カ
タ
カ
ナ
表
記
や
途
切
れ
が
あ
り
ま
す
。

※
復
興
分
と
は
、
町
が
行
う
災
害
復
興
対
策
の
財
源
と
し
て
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
支
援
分
と
は
、
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
支
援
の
た

め
に
使
わ
れ
ま
す
。



１１　広報たつごう

奄
美
群
島
赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長

奄
美
群
島
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

奄
美
群
島
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

奄
美
高
校
職
員
一
同

奄
美
高
校
生
徒
一
同

奄
美
市
名
瀬
在
住
龍
郷
町
連
合
郷
友
会

奄
美
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
連
合
会

奄
美
市
役
所
龍
昇
会

ア
マ
ミ
チ
ク
ロ
ウ
レ
ン

㈱
奄
美
通
信
シ
ス
テ
ム

公
演　

奄
美
で
舞
う　

花
柳
鶴
寿
賀

奄
美
ブ
ロ
ッ
ク
護
憲
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム

奄
美
民
主
商
工
会

奄
美
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

荒
木　

潤
子
（
東
京
龍
郷
会
屋
入
）

碇
山　

一
彦

碇
山　

隆
宏
（
東
京
龍
郷
会
赤
尾
木
）　

池　

照
久
（
東
京
龍
郷
会
）

い
け
だ
歯
科

石
井　

雅
通

石
川　

昇

石
田　

洋
子
（
東
京
龍
郷
会
嘉
渡
）

イ
シ
モ
ト　

マ
サ
ミ

泉　

照
廣
（
東
京
龍
郷
会
円
）

井
芹　

和
美

磯
部　

弘

市
川　

真
基

伊
東　

宗
臣
（
東
京
龍
郷
会
幾
里
）

稲
江　

幸
子
（
東
京
龍
郷
会
）

稲
澤　

裕
子

稲
村　

サ
ダ
代
（
東
京
龍
郷
会
）

井
上　

須
美
子

井
上　

静

今
給
黎　

た
ま
み

井
柳　

豊
美
（
東
京
龍
郷
会
中
勝
）

入
江　

エ
ミ
（
東
京
龍
郷
会
）

岩
切　

文
三
（
東
京
龍
郷
会
安
木
屋
場
）

植
田　

葉
一
（
東
京
龍
郷
会
）

植
野　

守

江
口　

美
葆
子
（
東
京
龍
郷
会
芦
徳
）

Ｏ
Ａ
通
信
サ
ー
ビ
ス
Ｆ
Ｃ
奄
美
店

大
口
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

オ
オ
サ
キ
チ
ョ
ウ
ミ
ン
セ
イ
イ
イ
ン
ジ
ド
ウ
イ

イ
ン
キ
ョ
ウ
ギ
カ
イ

大
島
郡
町
村
会

大
島
支
庁
職
員
一
同

オ
オ
シ
マ
シ
ョ
ク
リ
ョ
ウ
（
カ
）

大
島
養
護
学
校
児
童
生
徒
会

大
司　

和
也
（
東
京
龍
郷
会
瀬
留
）

大
野　

忠
博

大
穂　

堅
一

大
山　

和
寿

岡
江　

正
剛
（
東
京
龍
郷
会
）

岡
江　

義
一
郎
（
東
京
龍
郷
会
）

オ
カ
ヤ
マ　

ケ
イ
コ

小
川　

幸
宏

沖
島　

敏
子
（
東
京
龍
郷
会
秋
名
）

オ
ク
ダ　

ツ
ネ
コ

小
山
田　

直
留

柿
下　

佳
成

柿
園　

養
明
（
東
京
龍
郷
会
）

柿
園　

守
雄
（
東
京
龍
郷
会
）

鹿
児
島
県
議
会
議
員
有
志
御
一
同

鹿
児
島
県
高
校
サ
ッ
カ
ー
協
会

（
財
）
鹿
児
島
県
市
町
村
振
興
協
会

鹿
児
島
県
赤
十
字
有
功
会

鹿
児
島
県
町
村
会　

会
長
平
安
正
盛

鹿
児
島
地
図
セ
ン
タ
－
徳
田
屋
書
店

鹿
児
島
土
木
設
計
株
式
会
社

か
ご
し
ま
農
政
塾

鹿
児
島
リ
バ
テ
ィ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

笠
原　

秀
幸

笠
利
建
友
会

笠
利
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

片
岡　

徹
也

上
久
木
田　

勝
雄

神
村　

通
夫

假
屋　

泰
子

川
上　

照
之

川
口　

義
洋
（
東
京
龍
郷
会
）

川
添
簡
易
郵
便
局

川
畑　

信
和
（
東
京
龍
郷
会
）

川
畑　

正
治
（
東
京
龍
郷
会
浦
）

関
西
シ
マ
唄
教
室
連
合
会

菊
地
恵
美
子
（
東
京
龍
郷
会
赤
尾
木
）

生
元　

祐
子

空
港
手
づ
く
り
市
代
表
石
川
昌
子

葛
岡　

和
歌
子

楠
田　

恒
夫

楠
田　

衣
美

グ
ッ
ド　

ガ
レ
ー
ジ

国　

良
輝

久
保　

末
一
（
東
京
龍
郷
会
戸
口
）

久
保　

武
久
（
東
京
龍
郷
会
）

コ
ウ
ハ
タ　

カ
ズ
ヨ

小
金
丸　

光
子

壽　

嘉
一
（
東
京
龍
郷
会
）

コ
ヤ
マ　

リ
ン
コ

斎
藤　

紀
久
江

榊　

麻
美
子

坂
口　

純
子

酒
巻　

裕
一

坂
元　

森
与
志
（
東
京
龍
郷
会
）

迫
田　

富
郎
（
東
京
龍
郷
会
龍
郷
）

サ
ツ
マ
チ
ョ
ウ
ジ
ョ
セ
イ
イ
キ
イ
キ
ス
イ
シ
ン

カ
イ
ギ

佐
藤　

泰
子
（
東
京
龍
郷
会
）

佐
藤　

文
子
（
浦
）

佐
藤　

政
史

佐
藤　

正
年

佐
藤　

好
美

茶
道
裏
千
家
淡
交
会
鹿
児
島
支
部

サ
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
代
表
里
栄
喜

里
村　

憲
寛
（
東
京
龍
郷
会
）

佐
野　

み
ど
り
（
東
京
龍
郷
会
屋
入
）

重
原　

利
広
（
東
京
龍
郷
会
浦
）

重
山　

忠
資
（
東
京
龍
郷
会
屋
入
）

柴
田　

陽
一

島
尻
政
幸
・
治
美
・
稚
菜

清
水　

正
貴

志
村　

美
智
子
（
東
京
龍
郷
会
）

下
川　

悦
郎

シ
ン
キ
ン
ヤ
ク
シ
ヨ
ク
イ
ン

真
言
宗
御
室
派
青
年
教
師
会
事
務
局
長

末
森　

和
代

鈴
木　

い
つ

鈴
木　

陽
介

生　

光
徳　
（
東
京
龍
郷
会
）

関　

達
弘　
（
東
京
龍
郷
会
龍
郷
）

セ
ト
ウ
チ
チ
ヨ
ウ
キ
ヨ
ウ
ド

（
財
）
全
国
市
町
村
振
興
協
会

全
国
町
村
会
会
長　

藤
原
忠
彦

総
合
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

大
島
出
張
所
長

連
絡
協
議
会

大
英
郡
山
ハ
イ
ツ
テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設
組
合

大
司　

一
徳
（
東
京
龍
郷
会
瀬
留
）

大
司　

恵
男
（
東
京
龍
郷
会
瀬
留
）

大
司　

純
一
（
東
京
龍
郷
会
）

大
司　

誠
（
東
京
龍
郷
会
）

株
式
会
社　

大
進

㈱
高
田
道
場

高
橋　

花
奈
恵

高
橋　

由
忠

滝
沢　

輝
子
（
東
京
龍
郷
会
）

武
田　

直
行

竹
山　

惣
一
（
東
京
龍
郷
会
）

竹
山　

正
人

田
代　

靖
尚

多
田　

ル
ミ
子

龍
郷
町
議
会
議
員
一
同

龍
郷
町
職
員
互
助
会

谷
口　

浩

田
畑　

京
子
（
東
京
龍
郷
会
）

田
畑　

金
光
（
東
京
龍
郷
会
芦
徳
）

田
畑　

景
子
（
東
京
龍
郷
会
）

田
畑　

茂
（
東
京
龍
郷
会
芦
徳
）

田
畑　

浩
隆
（
東
京
龍
郷
会
）

田
畑　

昌
男
（
東
京
龍
郷
会
龍
郷
）

田
畑　

幽
郎
（
東
京
龍
郷
会
）

田
原
金
物
店　

田
原
宏
朗

田
部
井　

由
佳

タ
ン
ヨ
ウ
シ
ン
キ
ン

タ
ン
ヨ
ウ
シ
ン
キ
ン
（
お
客
様
募
金
箱
）

㈱
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ



東　

良
子
（
東
京
龍
郷
会
大
勝
）

ヒ
サ
イ
チ
ニ
ア
イ
ピ
ロ
ー
ヲ

久
岡　

敏
郎
（
東
京
龍
郷
会
）

久
留
え
き
子
（
東
京
龍
郷
会
安
木
屋
場
）

㈱
久
永
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
大
島
営
業

（
イ
）
ビ
ジ
ン
カ
イ　

カ
サ

平
島　

秀
道
（
東
京
龍
郷
会
）

平
田　

昭
利
（
東
京
龍
郷
会
嘉
渡
）

廣
瀬　

知
二

弘
中　

さ
ゆ
り

福
岡
県
町
村
会
会
長
南
里
辰
巳

福
島　

ツ
ル

福
山　

裕
夫
（
東
京
龍
郷
会
）

富
国
製
糖
株
式
会
社

藤
井　

哲
也

藤
井　

和
彦

㈱
メ
イ
ケ
ン　

㈹
宮
田　

浩
一

有
限
会
社　

文
化
清
掃
社

外
園　

善
一

保
科　

信
也
（
東
京
龍
郷
会
）

堀
川　

和
之

牧　

勝
己
（
東
京
龍
郷
会
）

牧　

道
一
（
東
京
龍
郷
会
）

牧　

義
雄
（
東
京
龍
郷
会
加
世
間
）

牧　

リ
ヨ
子
（
東
京
龍
郷
会
）

益
田　

秀
基
（
東
京
龍
郷
会
）

益
満　

孝
一

松
坂　

輝
道
（
東
京
龍
郷
会
瀬
留
）

松
崎　

皓
（
東
京
龍
郷
会
）

松
本　

大

松
本　

寛
子

松
山　

宗
幹

的
場　

順
子

丸
井　

キ
ヌ
子
（
東
京
龍
郷
会
）

圓
野　

意
武
（
円
）

三
上　

千
草
（
東
京
龍
郷
会
）

水
谷　

有
加

水
本　

清
貴

南　

和
子

南　

貴
志

南　

博
文

南　

正
敏
（
東
京
龍
郷
会
）

南
日
本
新
聞
名
瀬
販
売
所
所
長
志
村
四
男

宮
崎　

由
里

妙
厳
寺

向
井　

扶
美

村
田　

幹
雄
（
東
京
龍
郷
会
）

泉
二　

佳
麗
（
東
京
龍
郷
会
中
勝
）

元
田　

タ
カ
子
（
東
京
龍
郷
会
加
世
間
）

森　

妙
子
（
東
京
龍
郷
会
）

森
瀬　

光
敏

森
田　

佳
代
子

森
田　

守
夫
（
東
京
龍
郷
会
）

森
の
お
や
つ
や
さ
ん
小
久
保
由
紀

モ
リ
ヒ
ロ
ノ
ブ

八
木　

香

八
木
沢　

雅
章

柳
田　

和
人
（
東
京
龍
郷
会
浦
）

山
内　

和
幸

山
木　

ゆ
か
り

山
地　

芳
治

山
下　

杉
男
（
東
京
龍
郷
会
）

山
下　

年
子
（
東
京
龍
郷
会
）

山
下　

敏
道
（
東
京
龍
郷
会
浦
）

山
田　

信
廣
（
東
京
龍
郷
会
）

山
田　

美
代
子

大
和
村

山
本　

勝
利

湧
水
町

夢
の
会
理
事
長　

田
中
孝
和

横
間　

忍

吉
田　

幸
子

吉
田　

則
子

吉
田　

祐
一
郎

平
成
４
年
卒　

吉
野
中
同
窓
会

四
元　

和
代　

龍　

津
義
（
東
京
龍
郷
会
）

第
９
回
龍
音
祭
実
行
委
員
会

和
光
有
限
会
社

渡
辺　

謙
児

長
曽
我
部　

は
つ
み

津
島　

祐
二
（
東
京
龍
郷
会
）

土
山　

巳
江
子
（
東
京
龍
郷
会
）

ツ
メ
サ
カ　

ハ
ル
イ
チ

劔　

麗
子
（
東
京
龍
郷
会
浦
）

ト
ウ　

キ
ン

医
療
法
人　

徳
洲
会

徳
永　

博
子

ト
マ
コ
マ
イ
シ
ン
キ
ン

中
澤　

妙
子
（
東
京
龍
郷
会
中
勝
）

中
田　

信
彌
（
東
京
龍
郷
会
秋
名
）

永
田　

龍
一
（
東
京
龍
郷
会
赤
尾
木
）

中
田　

衛

中
田
初
男
・
栄
（
大
勝
・
赤
尾
木
）

中
津
隈
久
子
（
東
京
龍
郷
会
安
木
屋
場
）

中
原　

啓
雄
（
東
京
龍
郷
会
）

中
村　

眞
一

中
谷　

ふ
じ
恵
（
東
京
龍
郷
会
浦
）

名
瀬
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

新
潟
信
用
金
庫

新
島　

栄
喜
美
（
東
京
龍
郷
会
）

新
見　

竜
由

西　

一
江　
（
東
京
龍
郷
会
赤
尾
木
）

西
元　

由
美
子

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
名
瀬
教
会

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
奄
美
地
区

ニ
ホ
ン
セ
キ
ジ
ユ
ウ
ジ

ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
北
九
州
㈱

野
々
山　

均

則
岡　

当
常
（
東
京
龍
郷
会
）

萩
原　

か
お
り
（
東
京
龍
郷
会
）

萩
原　

初

羽
生　

康
成

馬
場　

ス
マ
子
（
東
京
龍
郷
会
浦
）

浜
田　

稔
夫
東
京
龍
郷
会
赤
尾
木

林　

礼
子
（
東
京
龍
郷
会
）

早
見　

征
記
（
東
京
龍
郷
会
瀬
留
）

ハ
ラ　

サ
ト
シ

原　

秀
年

日
置
市
立
扇
尾
小
学
校

東　

榮
子
（
東
京
龍
郷
会
大
勝
）

　

龍
郷
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
委

員
が
、
５
月
１
日
か
ら
新
し
い
委
員
に

変
わ
り
ま
し
た
。

　

明
推
協
で
は
、
選
挙
が
明
る
く
正
し

く
行
わ
れ
る
よ
う
町
民
の
皆
様
に
意
識

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
新
し
い
委
員
は
各
種
団
体
か
ら

の
推
薦
で
次
の
と
お
り
に
な
っ
て
い
ま

す
。

【
氏　

名
】　　
　
【
所
属
団
体
名
等
】

白
畑　

純
信　
　
　

老
人
ク
ラ
ブ

平　

國
光　
　
　
　

老
人
ク
ラ
ブ

村
田　

ヤ
ス
エ　
　

駐
在
員
会

柳
田　

政
廣　
　
　

駐
在
員
会

音
野　

優
子　
　
　

民
生
委
員

山
田　

美
記
子　
　

民
生
委
員

川
畑　

英
子　
　
　

婦
人
連
絡
協
議
会

村
上　

早
苗　
　
　

婦
人
連
絡
協
議
会

牧　

寿
志　
　
　
　

青
年
団

松
井　

拓
大　
　
　

青
年
団

◆
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の

　
　
　

委
員
が
変
わ
り
ま
し
た
。
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こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の
明

る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
２
千
万
サ
マ
ー
も
同
時
発
売
さ

れ
ま
す
。

■
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　

１
等　
　
　

４
億
円
×
26
本

　

前
後
賞
各　

５
千
万
円

　

２
等　
　
　

５
０
０
万
円
×
52
本

　

３
等　
　
　

１
０
０
万
円
×
２
６
０
０
本

■
２
千
万
円
サ
マ
ー

　

１
等　
　
　

２
千
万
円
×
４
５
０
本

■
発
売

　

７
月
９
日
（
月
）
～
７
月
27
日
（
金
）

■
抽
選　

８
月
７
日
（
火
）

　

◆
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　
　

奄
美
振
興
会
館
内
（
練
習
室
）

　
　

奄
美
市
名
瀬
長
浜
町
５
１
７

　
　

0
9
9
7
‐
5
4
‐
1
2
1
1

３　

特
典

　

○
授
業
料　

無
料

　

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
受
講
あ
っ
せ
ん
を

　
　

受
け
ら
れ
た
方

　

・
雇
用
保
険
受
給
の
方
は
訓
練
期
間
中
は

　

給
付
さ
れ
ま
す
。

　
・
雇
用
保
険
を
受
給
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

　

職
業
訓
練
受
講
給
付
金
ま
た
は
訓
練
助
成

　

金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

　

障
害
者
窓
口
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

４　

定
員  

10
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

　
　

切
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。）

５　

訓
練
期
間 

３
ヶ
月
（
土
日
、
祝
祭
日

　
　

は
休
み
で
す
）

　

○
平
成
24
年
９
月
４
日
（
火
）
か
ら

　
　

平
成
24
年
11
月
30
日
（
金
）
ま
で

　
　

訓
練
時
間
（
９
：
30
～
15
：
30
）

６　

応
募
資
格

　
　

身
体
に
障
害
を
お
持
ち
の
方
で
、
早
期

　
　

の
就
職
や
復
職
を
目
指
す
人
で
す
。

　
　
（
身
体
以
外
の
障
害
を
お
持
ち
の
方
は
、

　
　

ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

７　

募
集
期
間

　

◆
平
成
24
年
度
国
立
・
県
営

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

障
害
者
委
託
訓
練
生
募
集
案
内

O
A
事
務
科
〈
３
ヶ
月
コ
ー
ス
〉

１　

訓
練
内
容 

（
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た

　

訓
練
）

　

・
ワ
ー
プ
ロ
（
W
o
r
d
）
初
級
程
度

　

・
表
計
算
（
E
x
c
e
l
）
初
級
程
度

　

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

・
E
‐
M
a
i
l

　

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

２　

訓
練
実
施
場
所

お　
　

知　
　

ら　
　

せ　

☆　

イ　

ン　

フ　

ォ　

メ　

ー　

シ　

ョ　

ン

　

○
平
成
24
年
７
月
２
日
（
月
）
か
ら

　
　

平
成
24
年
８
月
１
日
（
水
）
ま
で

８　

願
書
提
出
先
及
び
提
出
書
類

　

○
願
書
提
出
先　

　
　

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
提
出
く
だ

　
　

さ
い
。

　

○
提
出
書
類

　
（
1
）
入
校
願
書
（
校
指
定
の
用
紙
）

　
（
2
）
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し
（
手
続

　

き
中
の
方
は
判
定
書
の
写
し
、
手
帳
の
な

　

い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

　
（
3
）写
真
１
枚（
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）は
、

　

入
校
願
書
に
添
付
の
こ
と

　

※
入
校
願
書
は
、
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

　

ク
、
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
に

　

あ
り
ま
す
。

９　

選
考
方
法

　

○
面
接

　

面
接
日
時　

　

平
成
24
年
８
月
17
日
（
金
）　

午
前
10
時

　

面
接
場
所　

　

奄
美
振
興
会
館
内
（
練
習
室
）　

　

奄
美
市
名
瀬
長
浜
町
５
１
７

10　

合
格
発
表

　

○
平
成
24
年
８
月
24
日
（
金
）

　

本
人
あ
て
、
通
知
し
ま
す
。

11　

入
校
日

　

○
平
成
24
年
９
月
４
日
（
火
）
午
前
10
時

　

訓
練
場
所　

　

奄
美
振
興
会
館
内
（
練
習
室
）

※
こ
の
委
託
訓
練
の
事
業
実
施
主
体
は
、
国

立
・
県
営　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
で
す
。

〒
８
９
５
‐
１
４
０
２　

　

薩
摩
川
内
市
入
来
町
浦
之
名
１
４
３
２

　

T
E
L　

0
9
9
6
（
44
）
2
2
0
6

　

F
A
X　

0
9
9
6
（
44
）
2
2
0
7

＊
訓
練
委
託
先

　

奄
美
情
報
処
理
専
門
学
校

　

奄
美
市
名
瀬
小
俣
町
３
‐
50

　

T
E
L　

0
9
9
７
（
52
）
６
９
９
９

龍郷町の人口
平成24年 5月末現在

世帯数

人　口

　男

　女

前月比

2,993

6,185
　
2,985

3,200

+2
　
+2

+3

- 1
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平
成
24
年
７
月
25
日
（
水
）

　

開
設
時
間　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

　

開
設
場
所　

龍
郷
町
中
央
公
民
館
第
一
研
修
室

■
担
当
者

　

龍
郷
町
人
権
擁
護
委
員

　

祝　

和
子
／
松
田　

秀
樹
／
平　

久
美

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
奄
美
支
局　

南　

直
哉

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
（
奄
美
支
局
）

　

電
話　

    

０
９
９
７
‐
５
２
‐
０
３
７
６

　

役
場
町
民
課　

　
（
直
通
）    

０
９
９
７
‐
６
９
‐
４
５
１
９

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

お
礼
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

・
鹿
児
島
市
の
松
永
隆
仁
さ
ん
か
ら
、
母　

松
永

ヒ
ロ
子
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

・
秋
名
の
肥
後
末
和
さ
ん
か
ら
、
母　

肥
後
イ
ワ

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

・
瀬
留
の
大
司
武
仁
さ
ん
か
ら
、
母　

大
司
ト
キ

ヱ
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

お
礼
（
そ
の
他
団
体
）

　

次
の
日
程
で
特
設
人
権
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま

す
。

　

今
回
は
、
当
町
の
３
名
の
人
権
擁
護
委
員
と
、

法
務
局
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。
人
権
に
関
す
る

事
、
そ
の
他
の
問
題
で
お
困
り
事
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
こ
の
機
会
に
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談

平
成
23
年
全
国
消
費
者
物
価
指
数
の
実
績
値
（
対

前
年
比
0.3
%
下
落
）
に
伴
い
、（
特
別
）
児
童
扶

養
手
当
の
額
が
平
成
24
年
４
月
分
か
ら
次
の
と
お

り
改
定
さ
れ
ま
す
。

・
児
童
扶
養
手
当　

　
【
改
定
後
の
手
当
額
】

　
　
　
　
（
平
成
24
年
４
月
分
よ
り
）

　

全
部
支
給　

月
額　

４
万
１
４
３
０
円 

　

一
部
支
給　

月
額　

４
万
１
４
２
０ 

円 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～ 

９
千
７
８
０
円 

※
児
童
２
人
目
の
５
千
円
、
３
人
目
以
降
の
３
千

円
の
加
算
お
よ
び
所
得
制
限
限
度
額
に
つ
い
て
は

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

・
特
別
児
童
扶
養
手
当　

　
【
改
定
後
の
手
当
額
】

 　
　
　
　
（
平
成
24
年
４
月
分
よ
り
）

　

１
級　
　

月
額　
　

５
万　

４
０
０
円 

　

２
級　
　

月
額　
　

３
万
３
５
７
０
円 

　

な
お
、
平
成
24
年
４
月
11
日
支
払
い
の
手
当
額

は
平
成
24
年
３
月
分
ま
で
の
為
、
支
払
額
が
変
更

に
な
る
の
は
平
成
24
年
８
月
10
日
支
払
い
か
ら
と

な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

龍
郷
町
役
場　

町
民
課

　
（
特
別
）
児
童
扶
養
手
当
係

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
９
９
７
‐
６
２
‐
３
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線　

１
３
１
）

◆
平
成
24
年
度
の

（
特
別
）
児
童
扶
養
手
当
額
が

　
　
　
　
　

改
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
５
月
届
出
】

肥
後　

政
志

肥
後　

イ
ワ

備　

ヨ
ミ

盛　

永
吉

松
永　

ヒ
ロ
子

中　

源
義

興　

米
子

大
司　

ト
キ
ヱ

米
田　

親
助

（
81
）

（
104
）

（
76
）

（
90
）

（
102
）

（
79
）

（
85
）

（
88
）

（
94
）

幾
里

秋
名

愛
寿
園

愛
寿
園

龍
郷
の
里

愛
寿
園

瀬
留

瀬
留

龍
郷
の
里

・
手
広
の
井
幸
子
さ
ん
か
ら
、
夫　

井
秀
藏
さ
ん

の
香
典
返
し
と
し
て
、
手
広
老
人
ク
ラ
ブ
に
こ
に

こ
会
に
金
一
封
。

・
奄
美
市
の
森
直
美
さ
ん
か
ら
、
母　

清
瀬
佳
代

子
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、
嘉
渡
集
落
に
金
一

封
。

・
鹿
児
島
市
の
佐
藤
リ
カ
ヨ
さ
ん
か
ら
、
母　

備

ヨ
ミ
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、
下
戸
口
老
人
ク

ラ
ブ
に
金
一
封
。

・
上
戸
口
の
中
早
苗
さ
ん
か
ら
、
夫　

中
源
義
さ

ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、
愛
寿
園
に
金
一
封
。

・
上
戸
口
の
中
早
苗
さ
ん
か
ら
、
夫　

中
源
義
さ

ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、
上
戸
口
老
人
ク
ラ
ブ
あ

け
ぼ
の
会
に
金
一
封
。

・
瀬
留
の
大
司
武
仁
さ
ん
か
ら
、
母　

大
司
ト
キ

ヱ
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、
瀬
留
集
落
に
金
一

封
。

・
幾
里
の
大
窪
マ
ツ
ヘ
さ
ん
か
ら
、
夫　

大
窪
清

摩
呂
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、
秋
名
老
人
ク
ラ

ブ
稲
葉
会
に
金
一
封
。

・
嘉
渡
の
徳
山
律
夫
さ
ん
か
ら
、
兄　

徳
山
純
雄

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、
嘉
渡
集
落
、
嘉
渡
老

人
ク
ラ
ブ
に
金
一
封
。

・
東
京
龍
郷
会
有
志
一
同
様
か
ら
浦
集
落
に
金
一

封
。

【
５
月
届
出
】

山
﨑　

寛ひろ
ひ
と仁

池
田　

春はる
ま真

山
口　

莉り
お央

山
下　

優ゆう

　

永　

秀ひで
か
ず和

嘉
渡

大
勝

下
戸
口

浦大
勝

保
護
者
名

友
資

真
一

慎
也

大
介

一
郎

◆
特
設
人
権
相
談
所

　
　
　
　
　

開
設
の
お
知
ら
せ

龍
郷
町
で
は
、
新
規
高
卒
者
を
４
月
か
ら
引
き
続

き
１
年
間
雇
用
す
る
と
、
高
卒
ル
ー
キ
ー
雇
用
奨

励
補
助
金
20
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

●
事
業
主
の
要
件

　

龍
郷
町
内
に
事
業
所
（
本
店
・
支
店
）
が
あ
る

こ
と

●
学
校
の
要
件

　

教
育
基
本
法
第
一
条
に
規
定
す
る
高
等
学
校

●
新
規
雇
用
者
の
要
件

①
平
成
24
年
３
月
に
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者

②
４
月
か
ら
引
き
続
き
翌
年
３
月
ま
で
龍
郷
町
内

に
住
所
を
有
す
る
者

詳
し
く
は
役
場
産
業
振
興
課
商
工
係
ま
で

　

電
話　

０
９
９
７
‐
６
２
‐
３
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
４
５
）

◆
新
規
高
卒
者
を
正
規
雇
用
し

た
事
業
主
へ
奨
励
補
助
金
を
支

給
し
ま
す
（
龍
郷
町
高
卒
ル
ー

キ
ー
雇
用
奨
励
補
助
事
業
）

広報たつごう　１４



７月行事予定表
日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

３（火）元気はつらつ教室 13：30～ どぅくさや館
４（水）特定健診（胃がん検診・大腸がん検診ほか）   8：00 ～ 円公民館

５（木）
特定健診（胃がん検診・大腸がん検診ほか）   8：00 ～ 秋名ｺﾆｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
でぃでぃクラブ 13：30～ どぅくさや館

６（金）特定健診（胃がん検診・大腸がん検診ほか）   8：00 ～ 大勝生活館
７（土）特定健診（胃がん検診・大腸がん検診ほか）   8：00 ～ 中勝公民館

８（日）
鹿児島県知事選挙   7：00 ～ 町内各投票所
特定健診（胃がん検診・大腸がん検診ほか）   8：00 ～ 中央公民館

９（月）特定健診（胃がん検診・大腸がん検診ほか）   8：00 ～ 〃

10（火）
特定健診（胃がん検診・大腸がん検診ほか）   8：00 ～ 赤尾木公民館
元気はつらつ教室 13：30～ どぅくさや館

11（水）特定健診（胃がん検診・大腸がん検診ほか）   8：00 ～ 赤尾木公民館
12（木）でぃでぃクラブ 13：30～ どぅくさや館
13（金）キッズクラブ 10：00～ 〃
14（土）大島地区大会
15（日）大島地区大会
17（火）元気はつらつ教室 13：30～ どぅくさや館

18（水）
母子歯科相談 13：30～ 〃
在宅介護の家族会のつどい 15：10～ 中央公民館

19（木）
しあわせダイエット教室   9：00 ～ 〃
でぃでぃクラブ 13：30～ どぅくさや館
じゃがいも会 13：30～ 〃

22（日）第 20回龍郷ふるさと祭   9：00 ～ 玉里漁港・中央グランド

24（火）
元気はつらつ教室 13：30～ どぅくさや館
おなかスッキリ運動教室 19：30～ 〃

26（木）でぃでぃクラブ 13：30～ 〃
27（金）キッズクラブ 10：00～ 〃

31（火）
じゃがいも会 13：30～ 〃
元気はつらつ教室 13：30～ 〃

★
時
間
は
放
送
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

★
高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

７月のどぅくさ会 時間　午前９時半～ /午後２時～

場所　各集落公民館

※行事は変更になる場合があります。ご了承ください。

１５　広報たつごう



広報たつごう　１６

玉黄金

満
一
歳
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
子
た
ち
に

誇
れ
る
町
を
み
ん
な
で
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

5・6
月
生
ま
れ清田　芽愛莉

きよた　　　めあり

Ｈ２３. ６. ６　生

父 輝宏　母 志穂美　玉里

ちゃん

 柳　賢心
やなぎ　けんしん

Ｈ２３. ６. ２７　生

父 昭栄　母 英子　大勝

くん 安田　斗輝

やすだ　　　とき

Ｈ２３. ６. ２３　生

父 智裕　母 清香　大勝

くん

川畑　舞乃
かわばた　　まの

Ｈ２３. ６. ７　生

父 雅浩　母 瞳　玉里

ちゃん

◆
ウ
ミ
ガ
メ
を
守
ろ
う

　

県
で
は
、
世
界
的
に
絶
滅
の
危
機
に

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
貴
重
な
野
生
生

物
で
あ
る
ウ
ミ
ガ
メ
を
守
る
た
め
に

「
鹿
児
島
県
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
条
例
」
を

制
定
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
全
域
の
海
岸
で
許
可
な
く
ウ
ミ

ガ
メ
を
捕
獲
し
た
り
、
卵
を
採
取
し
た

り
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
違
反
す
る
と
罰
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ウ
ミ
ガ
メ
は
非
常
に
警
戒
心

が
強
く
、
海
岸
で
の
光
や
音
の
発
生
や

車
の
海
岸
へ
の
乗
り
入
れ
は
上
陸
・
産

卵
・
ふ
化
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

身
近
な
自
然
保
護
へ
の
取
り
組
み
と

し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

産
業
振
興
課

岩崎　隼人
いわさき　はやた

Ｈ２３. ６. ２４　生

父 祐太　母 美津代　久場

くん

牧主　杏樹
まきぬし　あんじゅ

Ｈ２３. ６. １６　生

父 雅之　母 富士美 中戸口

ちゃん碇山　悠空
いかりやま　ゆあ

Ｈ２３. ６. ２２　生

父 医　母 芳美　赤尾木

ちゃん 重田　拳伸
しげた　　 けんしん

Ｈ２３. ６. ２０　生

父 裕二郎　母 ルナ　玉里

くん

緑　空仁
みどり　からに

Ｈ２３. ５. ６　生

父 優人　母 明子　手広

くん

小原　結良
こはら　　　ゆら

Ｈ２３. ６. ２5　生

父 幸彦　母 愛美　浦

ちゃん


